
これぼ公回自然観察会 ～主役は 『わき水』 |～
2005年 6月 5日 十日)

小坂井町小坂井 と んほ公園 周 辺

主催 :NPO法人東三河自然観察会

後援 :小坂井町教育委員会
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つき水は、首から人々の生活に示」用されてきました。

はたして、その水ほどのくらい 「キレイ」なのでしょうか ?

○ 見 た感じはどうでしょう?

○ 実 際に水にも、れてみましょう。

○ 温 度計やパックテス トを使つて調べてみましょう。

水 温

ppm

↑水の中の有機物の室のめやすです。

菟足神社下のわき水

この水はどこからくるのかな?

この水とぼくたちはどんな関係があるのかな?



① 湧 き 水 の 町 ‐ 小 坂 井

卜 0

のです。

しか し、今、湧き氷が使われているのほ、

とんぼ池の上流 ぐらい しかあ りません。

枯れ果てた池の跡や乾き切 った洗 い場の残骸

が 目につきます。水はどこへ行 って しまった

ので しょう。 この図から何か解 るで しょうか。

小坂井町は、豊川右岸の段丘の上に広が っています。台地と低地の境目からは、水が

こんこんと湧き出 していました。小坂ジ手 、平チ手 などという地名からも水との関わりが

解 ります。では、なぜ、ここに水が湧 くのでしょうか。その仕組みを考えて見ましょう。
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湧 き 水 と 人 の く ら し

数十年前までは、台地のへ りの道沿いの水路に透き通った水がとうとうと流れていまし
た。水路のあちこちには洗い場が作られ、野菜の下洗いや洗濯をする人で賑わっていまし
た。農業用水はもちろんの事、共同浴場やプールの水源にもなっていました。
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段丘崖下のわき水と遺跡 社 寺の分布 (「豊川市史Jよ り,1川 ケ〕■)



③  水 辺の植物

水辺の植物は水との関係で下のように分けられます。

1～ 3、湿性植物 (湿地性植物) 4～ 7辛抽水植物 (挺水植物)

8～ 9、沈水植物 1 0～ 11浮 水槽物

小坂井ではどんな水性植

ジヤ 物が見られる｀でしょうか。

1 ヤ ナギ類
2 イ グサ類
3 ミ ゾソバなど
4 ヨ シなど
を カ マ類
6 ハ スなど
7 ヒ ツジグサなど

3 ク ロモなど

9 セ キショウモなど
1 0  ウキクサ
1 1  アオウキクサ
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⑤ 菟 足神社の 『鎮守の森』
ウタリ
『菟足神社』は、西暦686年 ごろ倉」建された由緒ある神社です。初代 『補の国』

の国造(夕こノミヤツコ)である 『菟上足尼命 (ウナカミスクネノミ]卜)』が而Bられて しヽます。

大般若経(国指定重要文化貝〕をはじめ梵鐘や古面などの文化財でも知られています

が、毎年十日正月7日 の 「御日祭」や4月 第2土 日に開催される花火と風車の 「風祭」

が特に有名です

○境内の大本にも、西い歴史を感じます。こんな不か植えられているのでしょう/」h。

境内の下の地図をみながら、次のような木肌の大本をさがしてみましょう。

地図の中のA、 B、Cの 本は、

上の①②③のどれでしょう?

A  →

じ  →

C  →

⑩
|  |

| I C .
B . 1  1

A


